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▼室野危険物処理場に集積

　
鱗

襲
難

春のクリーン作戦

　4月29日、町内各地に散乱するゴミや空き缶

を退治するクリーン作戦が十日町広域圏で一斉

に実施されました。自然の美しさと調和した快

適な生活環境はみんなの願い。暮らしのルール

をしっかり守りきれいな町にしたいものです。
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こ
の
春
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
た
く
さ

ん
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん
が
誕
生
し
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
転
勤
あ
る
い
は
新
し
く
社
会
人

と
な
ら
れ
た
方
な
ど
皆
さ
ん
は
様
々
で
す
。

顔
写
真
だ
け
で
す
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で

張
り
切
っ
て
お
ら
れ
る
様
子
を
こ
紹
介
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
配
列
は
順
不
同
で
す
。

　

医
）
吾
院
健
病
　
代
邉
幡

渡

　
　
ん

　
さ
）

　
春
院

禽
一
病

　
　
代

　
滝
倣

　
大

レ

諏佐理津子医師

　（松代病院）

樋ロ　政徳課長

　（松代病院）

草間　孝行さん

　（松代病院）

久保田昇子さん

　（松代病院）

6
　
　
2

ん

さ
）
実
院
　
病
　
代
場
倣

馬草間　隆広さん

　（松代病院）

曽我真知子さん

　（松代病院）

岩崎泰子さん

（松代小学校）

、
鎌

中静　裕子さん

（松代小学校）

≧
ズ
　

小川　和子さん

　（松代病院）

本山　真子さん

　（松代病院）

島津　孝代さん

　（松代病院）

嚢
鑛

川上　洋子さん

（松代小学校）

さ
ん
）

子
報
典
小
　
代
井
松
今
（

井沢　房恵さん

　（松代病院）

柳崎　春美さん

　（松代病院）

佐藤　正子さん

　（松代病院）



中沢　英美さん

（奴奈川小学校）

齋藤　信之さん

（孟地小学校）

矯

佐野　　裕さん

　（松代高校）

小林　　寛さん

　（松代高校）

　

教
）
久
校
　
高
　
代
　
倣

森

自川　由子さん

（奴奈川小学校）

ん

さ
）
純
校
　
高
　
代
橋
幡

高

蟻
．亀

高橋　哲也さん

　（松代高校）

星野ひとみさん

　（松代高校）

川合　克彦さん

　（松代高校）

上村　政文さん

（室野駐在所）

支配人

小堺　定男さん

　（芝峠温泉）

センター長

鈴木幸紀代さん

（デイサービスセンター）

さ
ん
）

彦
報
濤鯛
倣

ん
さ
　

　
学
校
　
学
　
中
　
代
内
松
竹
（

石丸　雅行さん

（蒲生駐在所）

鈴木　洋一さん

　（芝峠温泉）

樋ロ　俊子さん

（デイサービスセンター）

さ
ん
）

之
報
昌
榊
躰
幡

飯塚　秀樹さん

（松代中学校）

み
な
さ
ん

よ
ろ
し
く
ネ
！ 高橋　伸幸さん

　（芝峠温泉）

柳　佐代子さん

（デイサービスセンター）

長藤　正彦さん

（松代中学校）

太田真由美さん

（松代中学校）
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「
町
長
へ
の
便
り
」

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
町
政
に
つ
い
て
広
く
町
民
の
皆
様

か
ら
の
声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
三

月
か
ら
募
集
し
ま
し
た
「
町
長
へ
の

便
り
」
に
多
く
の
ご
意
見
・
ご
提
言

を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
提
言
等

を
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
集
計
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
一
枚
の
ハ
ガ
キ

に
複
数
の
ご
意
見
も
あ
る
た
め
、
総

計
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

　
特
養
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
老

人
問
題
や
ゴ
ミ
問
題
、
農
業
や
観
光

な
ど
十
一
項
目
（
別
項
参
照
）
の
他

に
、
職
員
の
規
律
な
ど
に
つ
い
て
の

ご
提
言
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
町
職
員
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
速
や
か
に
改
善
・
改
革

に
取
り
組
む
決
意
で
す
。
住
民
の
福

祉
向
上
や
、
地
域
振
興
策
に
最
善
の

努
力
を
払
い
、
住
民
の
皆
様
に
信
頼

さ
れ
る
役
場
職
員
と
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

　
な
お
、
そ
の
他
の
ご
提
言
に
対
し

て
も
す
で
に
検
討
作
業
に
入
っ
て
い

ま
す
が
、
紙
面
の
関
係
上
、
共
通
し

た
問
題
は
集
約
し
て
、
今
月
号
か
ら

数
回
に
わ
た
り
回
答
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

Q
　
自
然
豊
か
な
地
な
の
だ
か
ら
、

　
保
育
園
で
は
遊
具
で
遊
ぶ
よ
り
も
、

　
畑
で
芋
掘
り
な
ど
を
し
た
ほ
う
が

　
数
倍
も
大
切
な
の
で
は
？

A
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
前

　
の
空
き
地
が
、
工
事
後
の
瓦
礫
で

　
荒
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
ゴ
ミ

　
が
捨
て
ら
れ
た
り
、
除
草
剤
を
散

　
布
す
る
な
ど
対
応
に
追
わ
れ
て
い

　
ま
し
た
。
松
代
保
育
園
で
は
、
ご

　
提
案
の
主
旨
に
添
っ
て
耕
土
を
入

　
れ
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
を
作
っ
て

　
情
操
教
育
に
取
り
組
む
よ
う
に
計

　
画
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
半
分
は

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
保
育
園
で
は
毎
月
合
同

　
で
会
議
を
開
き
、
他
の
と
こ
ろ
で

　
良
い
も
の
は
ド
ン
ド
ン
取
り
入
れ
、

　
保
育
水
準
の
向
上
と
情
報
交
換
に

　
努
力
す
る
他
、
年
間
を
通
じ
て
全

　
員
が
交
代
で
研
修
に
出
か
け
て
い

　
ま
す
。

臨論馳」
　　　　（4月末現在）

総数　24通

通
通
に
に
名
名
　
記
記
無

■20代まで…2通■30代…2通

■40代………2通■50代…1通
■60代………7通■80代…1通
■70代………4通　■不明…5通

◆老人問題に関して…………13件

◆ゴミ問題に関して…………2件

◆農業問題に関して…………2件

◆道路改良に関して…………2件

◆下水道問題に関して………1件

◆観光問題に関して…………4件

◆開発関係について…………6件

◆生涯学習について…………1件

◆情報・消防問題……………1件

◆保安要員について…………1件

◆商店街・中小企業問題……4件

◆職員の規律など……………10件

◆その他・………………・・……13件

　　　　　　　　　　　計60件

Q
　
都
会
で
の
冠
婚
葬
祭
に
夫
婦
で

　
出
席
す
る
時
、
老
人
を
デ
イ
ケ
ア

　
で
三
～
四
日
あ
ず
か
っ
て
も
ら
え

　
ま
せ
ん
か
。
ま
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
で
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
割
当

　
が
機
械
的
過
ぎ
る
よ
う
で
す
が
。

A
　
以
前
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て

　
い
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
を
活

　
用
し
て
く
だ
さ
い
。
不
老
閣
等
で

　
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

　
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
住

　
民
課
の
社
会
福
祉
係
ま
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
広
報

　
ま
つ
だ
い
平
成
六
年
十
月
号
で
も

　
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
考

　
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
割
当
が
機
械

　
的
と
の
こ
と
で
す
が
、
十
年
度
は

　
制
度
や
参
加
者
も
充
実
し
て
き
ま

　
し
た
の
で
、
年
一
回
の
お
願
い
を

　
計
画
し
て
い
ま
す
。

Q
　
ゴ
ミ
収
集
時
刻
を
三
十
分
程
度

　
繰
り
下
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
（
午
前
七
時
半
号
午
前
八
時
）

A
　
夏
場
は
時
刻
が
遅
く
な
る
ほ
ど

　
気
温
が
上
が
り
ま
す
。
収
集
箱
の

　
近
く
で
は
、
異
臭
の
発
生
や
鳥
獣

　
の
被
害
も
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、

　
現
状
の
ま
ま
で
の
収
集
に
ご
理
解

　
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ

　
は
前
日
中
に
は
出
さ
な
い
よ
う
に

　
す
る
こ
と
と
、
指
定
袋
で
の
分
別

　
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
リ

　
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は
リ
サ
イ

　
ク
ル
に
努
め
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Q
　
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ

　
や
人
が
歩
く
と
こ
ろ
に
は
ゴ
ミ
を

　
捨
て
な
い
で
…
…
。
（
八
歳
）

A
　
町
で
は
、
昨
年
十
月
一
日
か
ら

　
ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
が
施
行
さ
れ

　
て
い
ま
す
。
松
代
町
だ
け
で
な
く

　
近
隣
の
十
日
町
圏
や
上
越
圏
で
も

　
同
じ
よ
う
に
条
例
を
制
定
し
、
ゴ

　
ミ
の
散
乱
防
止
等
に
協
力
を
呼
び

　
か
け
て
い
ま
す
。
環
境
の
美
化
や

　
モ
ラ
ル
の
う
え
か
ら
も
、
町
内
は

　
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
外
で
も
皆

　
さ
ん
の
自
覚
を
持
っ
た
行
動
が
求

　
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Q
　
バ
ス
の
時
間
待
ち
に
、
役
場
の

　
一
般
休
憩
室
を
利
用
し
て
い
ま
す

　
が
最
近
テ
レ
ビ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

A
　
突
然
壊
れ
た
た
め
ご
不
自
由
を

　
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
三
月
末
よ

　
り
以
前
と
同
様
に
設
置
し
ま
し
た

　
の
で
、
バ
ス
の
時
間
待
ち
な
ど
に

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
回
は
農
業
・
生
涯
学
習

な
ど
に
つ
い
て
予
定
し
て
い
ま
す
。
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国
の
行
政
に
対
す
る

を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
春
の
行
政
相
談
週
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
月
17
日
～
2

絵
羅
解
羅
綴
継
綴
耀
灘
懸
麟

中
で
、
国
や
国
の
関
係
行
政
機
関
が

行
う
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
総
務
庁
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を

設
け
、
こ
の
よ
う
な
行
政
に
対
す
る

皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情
や
意
見
、
要
望

な
ど
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
を
促

進
す
る
と
と
も
に
行
政
運
営
の
改
善

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
省
庁
の

業
務
の
ほ
か
、
J
R
や
N
T
T
、
特

殊
法
人
の
業
務
、
自
治
体
が
国
か
ら

委
任
さ
れ
た
業
務
な
ど
が
相
談
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
も
っ
と
広
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
春
と
秋
に
行
政
相
談

週
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年

の
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
は
五
月

十
七
～
二
十
三
日
で
す
。
期
間
中
は

特
設
行
政
相
談
所
や
巡
回
相
談
所
、

行
政
懇
談
会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
行
政
に
対
す
る

皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
管
区
行
政
監
察
局
・

　
　
　
　
　
行
政
監
察
事
務
所

　
総
務
庁
の
出
先
機
関
で
県
庁
所
在

地
に
あ
り
ま
す
。
行
政
相
談
課
で
直

接
相
談
を
受
け
付
け
る
ほ
か
、
行
政

苦
情
受
付
専
用
電
話
「
行
政
苦
情
一

一
〇
番
」
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
手
紙
で

も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
■
新
潟
行
政
監
察
事
務
所

　
盈
〇
二
五
－
二
二
四
－
一
一
〇
〇

　
㎜
〇
二
五
－
二
二
四
－
五
八
四
九

●
行
政
相
談
委
員

　
総
務
庁
長
官
の
委
嘱
を
受
け
た
民

間
の
有
識
者
で
、
全
国
の
市
区
町
村

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
代
町
で

は
、
昨
年
四
月
か
ら
齋
藤
充
代
さ
ん

（
太
平
暦
七
－
二
八
三
五
）
が
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
自
宅
で
の

相
談
の
ほ
か
、
毎
週
金
曜
日
午
前
九

時
か
ら
十
一
時
半
ま
で
渋
海
荘
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
相
談
事

「
男
性
の
保
育
従
事
者
は
、
法
令
上

の
名
称
は
『
保
母
』
と
さ
れ
て
い
る

が
、
保
育
現
場
で
働
く
男
性
の
気
持

ち
に
配
慮
し
て
『
保
父
』
の
名
称
を

法
令
上
明
確
に
位
置
付
け
て
ほ
し
い
」

と
い
う
相
談
が
総
務
庁
に
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
総
務
庁
が
厚
生
省
に
斡
旋
し
た
と

こ
ろ
、
平
成
十
一
年
四
月
か
ら
男
女

共
通
の
名
称
と
し
て
、
「
保
母
」
に
代

え
て
「
保
育
士
」
の
名
称
が
使
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
　
一
　
1
　
1
　
1
　
8
　
1
　
1
　
0
　
0
　
，
　
I
　
o
　
唇
　
酔
　
I
　
I
　
I
　
聖
　
I
　
I
　
一
　
〇
　
〇
　
，
　
9
　
，
　
，
　
肝
　
，
　
レ
　
ー
　
｝
　
I
　
I
　
I
　
I
　
I
　
I
　
巳
　
－
　
肝
　
，
　
I
　
I
　
J

…
　
親
切
で
　
　
　
　
　
㎜

…
　
真
心
の
こ
も
っ
た
　
　
…

…
　
行
政
を
目
指
し
て
　
　
…

…
　
行
政
機
関
で
は
、
真
心
の
こ
　
…

…
も
っ
た
行
政
を
実
現
す
る
た
め
　
…

㎜
「
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
運
…

…
動
」
を
全
国
的
に
推
進
し
て
お
　
…

…
り
、
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
　
…

…
ら
、
窓
口
や
公
共
施
設
の
行
政
　
…

…
サ
ー
ビ
ス
を
総
点
検
し
、
改
善
　
…

…
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
　
…

…
を
よ
り
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、
…

…
毎
年
五
月
を
さ
わ
や
か
行
政
…

…
サ
ー
ビ
ス
推
進
月
間
と
し
、
職
…

…
員
の
研
修
や
皆
さ
ん
か
ら
の
意
　
…

…
見
・
要
望
の
受
け
付
け
等
を
積
…

…
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
…

r
　
，
　
9
　
，
　
，
　
1
　
，
　
5
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
酔
　
I
　
I
　
I
　
一
　
一
　
〇
　
〇
　
〇
　
〇
　
〇
　
I
　
o
　
I
　
I
　
I
　
l
　
，
　
，
　
I
　
1
　
9
　
，
　
9
　
，
　
3
　
，
　
9
　
ー
　
，
　
，
　
，
　
」

　　　　　　　　　　き
癬難繊雛癖縷濁纏難蓬②

「ブナの森

　
　
』

　
　
一
林
サ
人
ン
美
コ

　
ヘ
ル
｛
）
．
。
．
●

籏
麟

擁
藪
、
－

一
》
a⇔　　
　
コ

　
ヘ
』
P
　
p
．
■
，

　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

7
　
べ

　
，

轍騰
裂凋響傷　（松之山町）
禦
卸

■6■06■0■■■■0臼■■■■一8■一■■■一■■■巳一一■一■■0■■一■■■●■■0■一■■■一一■■■■■一■■一■■■■■一■一■■0■一一■一■■一■■一■■一一■一■■■■■■

　
五
月
三
十
一
日
㈲
の
午
後
よ
り
、

松
之
山
町
大
字
松
口
の
美
人
林
に

お
い
て
、
第
二
回
「
ブ
ナ
の
森

美
人
林
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
町
民
有

》
平
成
8
年
第
一
回
の

　
美
人
林
コ
ン
サ
ー
ト

志
が
集
ま
り
、
自
然
や
文
化
を
活

か
し
た
町
づ
く
り
の
活
動
に
よ
り

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
新
緑
の
ブ
ナ
林
は
、
残
響
効
果

も
良
く
一
流
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
に
も
負
け
な
い
『
自
然
の
音
楽

環
境
』
を
生
み
出
し
ま
す
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
N
H
K

交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
管
弦

四
重
奏
の
ほ
か
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の

伊
藤
叔
さ
ん
や
中
村
ま
ゆ
美
さ
ん

の
歌
唱
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
客
席
は
、
自
然
の
地
形
を
利
用

し
、
す
り
鉢
状
に
配
置
さ
れ
、
落

ち
葉
を
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
し
な
が
ら

思
い
思
い
の
姿
勢
で
ゆ
っ
た
り
と

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
＊

■■0■■■一■一■一一■”一閣■■■騨一一騨■●卿願■騙0圏一一’■■一■騨■騨一●’0■●巳■嗣■0■一■■■一■■一■■■■■■一6－－■9－■口■■一騨■■一一■一一■●

幽
五
月
三
十
一
日
㈲

　
開
場
十
三
時
・
開
演
十
四
時

爾
会
場
　
松
之
山
町
松
口
美
人
林

園
前
売
り
券
　
大
　
人
　
三
千
円

　
　
　
　
　
　
中
高
生
　
二
千
円

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
　
　
千
円

　
　
　
（
当
日
、
各
五
百
円
増
）

園
雨
天
の
場
合

　
　
　
　
松
之
山
町
町
民
体
育
館

園
主
催
　
ま
つ
の
や
ま
芽
吹
き
会

幽
お
問
い
合
わ
せ

盈
〇
二
五
五
九
－
六
⊥
一
二
三
八
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灘灘嚢．

む
し
歯
φ
な
い
よ
い
歯
あ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
七
日
　
歯
科
健
診

室室蒲苧犬犬蓬蓬千田松松松松松
野野生島伏伏平平年沢代代代代代

歳
　
児

鈴
木
元
気
幸
春

久
保
田
智
哉
　
貴
　
志

田
邊
　
　
渉
　
伸
　
一

関
谷
　
裕
史
　
誠
　
司

川
合
　
洋
平
　
克
彦

市
川
　
千
尋
　
康
　
男

柳
　
　
渓
太
　
政
美

若
井
　
一
哉
　
一
　
雄

杉
山
　
宝
嬌
　
　
敬

小
嶋
　
圭
太
　
雅
　
明

柳
　
　
知
佳
　
ふ
み
子

柳
　
　
詩
帆
　
　
豊

石
丸
　
揺
平
　
雅
　
行

佐
藤
　
　
仁
　
正
　
明

佐
藤
　
大
斗
　
秀
　
行

歳
半
児

関
谷
美
乃
里

相
澤
　
瑠
美

関
谷
　
　
翔

梧
澤
　
緋
色

小
山
　
弥
恵

相
沢
麻
里
花

柳
　
　
　
空

柳
　
　
郁
生

伸幸栄　竜　一公
　　　浩　 靖
子伸一　彦　行明

滝
　
沢
　
　
柳

名
　
平
　
　
菅
井

室
　
野
　
　
佐
藤

木
和
田
原
　
佐
藤

悦　敦麻
子稜子衣
よ局　太藤
　正
美　一雄

犬太太松松松松松

伏平平代代代代代

二

福儀寺寺犬犬犬蓬池池菅太松松

島明田田伏伏伏平尻尻刈平代代

山山柳小室室柳山柳関
本本　堺岡岡　岸　谷

高竜萩裕拓郁亜陽和広
宏太野樹弥弥希太也美

井
上
亜
由
美

井
上
　
　
梢

小
堺
　
加
菜

西
潟
乃
野
子

弘新　　道　誠春　　二　浅正
　　久久　浩　　薫薫　宏
明一　雄一樹　郎夫弘

松松松松　＼

代代代代＿
　　　　一
鵠柳馨歳
　楓拓拓半
来香夢也
日召伸　児
　　治悟
夫一一　　　ノ

室寺蓬松松

野田平代代

秋
田
み
そ
ら

清
水
　
一
臣

若
井
　
　
勇

中
沢
　
康
二

高
橋
　
　
晃

敏元寛　浩

雄市一　人

室室滝会池菅松松松

野野沢沢尻刈代代代

歳
　
児

市
川
な
ぎ
さ
　
　
均

鈴
木
佳
乃
子
　
政
　
広

柳
　
　
悠
也
　
好
　
一

柳
　
　
勇
一
　
典
起

室
岡
　
佐
季
　
正
　
一

小
野
島
奈
美
　
正
　
志

柳
　
佑
果
藤
雄

小
堺
　
望
夢
　
正
　
秀

高
橋
　
博
樹
　
ゆ
か
り

犬犬蓬太太松松松

伏伏平平平代代代i三

山武笛山樋
岸田木賀口

萌　翔　真〒
子彩太大生
　　畜由児

小
堺
ま
ど
か

ト
鳥
　
　
　
麦

ノ
　
山
　
　
　
　
　
、
イ

山
本
　
　
茜

広
　
栄

　
貢
政
　
昭

　
篤
　
宏
春
　
樹

雅
　
明

浩
一
郎

　
　
　
　
　
う

翻
…
・
彰

“
●

　
0
　
　
㍗

勧賢
　　　　、
　虫歯予防デき一

　（6月4日）

　
　
　
保
険
料
の

　
　
　
　
　
免
除
制
度

　
経
済
的
な
理
由
等
で
、
保
険
料
が

納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
免
除
に
は
、
次
の
二
種
類
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

法
定
免
除

（
届
け
出
れ
ば
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
）

1
　
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

　
を
受
け
て
い
る
と
き

2
　
障
害
基
礎
年
金
、
被
用
者
年
金

　
の
障
害
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

　
き
る
と
き
（
1
・
2
級
の
み
）

申
請
免
除

（
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
）

1
　
所
得
の
少
な
い
人
や
、
病
気
や

　
ケ
ガ
な
ど
で
経
済
的
に
困
難
な
人

2
　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
特
別

　
な
理
由
の
あ
る
人

3
　
学
生
で
あ
り
親
元
に
扶
養
さ
れ

　
て
い
る
人
で
親
元
の
収
入
が
一
定
基

　
準
以
下
の
人

　
免
除
を
受
け
た
期
間
の
扱
い

◆
最
低
2
5
年
の
受
給
資
格
期
間
に
は

　
合
算
さ
れ
ま
す
。

◆
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き
は
対
象

　
期
間
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
期
間
分

　
の
年
金
額
は
保
険
料
を
納
め
た
場
合

　
の
3
分
の
ー
に
な
り
ま
す
。

◆
免
除
期
間
の
保
険
料
は
1
0
年
ま
で

　
さ
か
の
ぼ
っ
て
追
納
で
き
ま
す
。
た

　
だ
し
、
免
除
さ
れ
た
当
時
の
保
険
料

　
に
一
定
の
率
を
掛
け
た
金
額
に
な
り

　
ま
す
。

　
　
　
学
生
の
保
険
料

　
学
生
は
、
一
般
に
所
得
が
な
い
た

め
保
険
料
は
親
が
納
め
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
そ
の
た
め
、
親
の
負

担
が
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
に
親
元

世
帯
の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

親
元
の
各
種
控
除
後
の
所
得
が
定
め

る
基
準
額
を
下
回
る
場
合
は
免
除
さ

れ
、
越
え
る
場
合
は
免
除
さ
れ
な
い

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世

帯
の
形
態
に
応
じ
て
基
準
額
が
異
な

り
ま
す
。

（サラリーマン4人世帯で

　　　　　　学生1人の場合）

国公立（同居）約6，750，000円

　　　（別居）約7，400，000円

私立（同居）約7，700，000円

　　　（別居）約8，350，000円
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元
町
議
会
議
員

　
　
小
堺
又
七
さ
ん

勲
五
等
瑞
宝
章

　
　
　
　
　
　
　
受
章

　
元
松
代
町
議
会
議
員
の
小
堺
又
七

さ
ん
が
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

騨

小堺　又七さん

　
小
堺
さ
ん
は
昭
和
四
年
か
ら
三
十

六
年
余
も
の
間
、
そ
の
す
べ
て
を
町

内
の
小
・
中
学
校
の
教
師
と
し
て
、

教
育
の
向
上
に
献
身
的
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
町
議
会
の
議
員
と

し
て
も
昭
和
四
十
二
年
よ
り
三
期
十

二
年
間
に
渡
り
、
町
の
発
展
と
地
方

自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
受
章
は
、
こ
れ
ら
の
功

績
と
そ
の
温
厚
な
人
柄
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
．

　
な
お
、
小
堺
さ
ん
は
現
在
上
越
市

に
住
ま
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
お
元

気
で
満
八
十
八
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
．

百
郵
便
局
長
に
高

　
四
月
二
十
日
は
第
六
十
五
回
逓
信

記
念
日
。
松
代
郵
便
局
で
は
こ
の
日

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
一
日
郵
便
局

長
」
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
高
澤
］
日
局
長
（
左
）

澤
昭
平
さ
ん

　
　
（
松
代
町
商
工
会
長
）

　
今
年
の
一
日
局
長
は
、
松
代
町
商

工
会
長
の
高
澤
昭
平
さ
ん
（
松
代
）

に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

　
西
條
和
夫
局
長
か
ら
辞
令
と
タ
ス

キ
を
渡
さ
れ
た
後
、
高
澤
さ
ん
は
、
「
雨

の
日
も
雪
の
日
も
休
む
こ
と
な
く
続

け
ら
れ
る
郵
便
業
務
に
、
ま
ず
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
郵
政
の
民

営
化
な
ど
行
革
問
題
で
世
間
が
騒
が

し
く
、
皆
様
も
心
配
さ
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
が
、
従
来
通
り
と
な
り
喜
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
郵
政
に
対
し

て
は
厳
し
い
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
。

見聞雛
　4　『ノ爺　　難
摂ダ㌧押
　　　　Nα2▲桜の木の下で……。

毎
日
の
郵
便
業
務
に
お
い
て
も
地
域

二
i
ズ
に
応
え
、
一
層
の
ご
精
進
を

お
願
い
し
た
い
。
」
と
職
員
を
前
に
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
松
代
郵
便
局
は
、
情
報
・
安
心
・

交
流
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
充
実
な
ど
地
域
に

親
し
ま
れ
る
郵
便
局
を
目
指
し
、
お

弁
当
の
配
達
、
雪
堀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。
高
齢
化
の
進
む
な
か
で
、

そ
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
高
澤
一
日
局
長
に
は
、
そ
の
後
、

職
員
の
表
彰
や
消
印
作
業
を
し
て
い

た
だ
き
任
務
を
終
了
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
い
だ
、
今
ま
で
聞
い
た
こ

と
の
な
い
音
で
目
が
覚
め
ま
し
た
。

そ
の
心
地
よ
い
音
は
ど
う
も
家
の
裏

の
、
ど
こ
か
線
路
の
そ
ば
か
ら
聞
こ

え
て
き
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
何
だ

ろ
う
と
思
っ
て
起
き
上
が
り
、
窓
の

外
を
見
て
み
ま
し
た
。
遠
く
の
方
に

伝
統
的
な
衣
装
を
身
に
つ
け
た
お
坊

さ
ん
が
お
り
、
周
り
は
三
、
四
人
の

人
が
い
ま
し
た
。
線
路
の
脇
に
は
お

墓
が
あ
っ
て
お
坊
さ
ん
は
お
祈
り
か

何
か
を
追
悼
す
る
儀
式
を
や
っ
て
い

る
と
こ
ろ
の
よ
う
で
し
た
。

　
お
坊
さ
ん
が
何
を
い
っ
て
い
る
の

か
も
、
そ
の
儀
式
の
意
味
も
私
に
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
み
ん

な
感
動
的
で
さ
わ
や
か
な
感
じ
が
し

ま
し
た
。
こ
ん
な
お
天
気
の
良
い
春

の
朝
、
一
家
で
ご
先
祖
に
お
参
り
を

し
、
長
い
冬
の
眠
り
か
ら
祖
先
の
霊

を
呼
び
覚
ま
し
に
や
っ
て
来
て
い
る

の
を
見
て
何
か
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
先
月
号
で
の
お
約
束
ど
お
り
、
高

田
公
園
へ
花
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た

よ
。
思
っ
て
い
た
と
お
り
素
晴
ら
し

い
お
天
気
で
、
桜
の
花
も
満
開
で
し

た
。
木
の
下
で
お
酒
を
飲
ん
だ
り
歌
っ

た
り
し
て
、
わ
い
わ
い
と
楽
し
ん
で

い
る
大
勢
の
人
た
ち
を
見
る
の
も
い

い
も
の
で
す
ね
。
カ
ナ
ダ
に
も
こ
ん

な
風
習
が
あ
れ
ば
な
あ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
も
よ
く
外
で
飲
ん
だ
り
食
べ

た
り
す
る
の
で
す
が
、
桜
の
木
が
あ

る
と
ま
た
特
別
な
情
緒
が
加
わ
り
ま

す
ね
。

　
そ
れ
で
は
来
月
ま
で
お
元
気
で
。

田
植
え
も
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
ま
し
よ
う
。

　
　
（
都
合
に
よ
り
英
文
は
省
略
）

■
と
な
り
の
ト
ト
ロ

　
　
　
　
　
宮
崎
駿
著
　
徳
間
書
店

■
も
の
の
け
姫
　
上
・
下

　
　
　
　
　
宮
崎
駿
著
　
徳
間
書
店

■
自
立
し
な
い
日
本
人

　
　
　
　
　
新
田
耕
造
著
　
扶
桑
社

■
ク
ス
リ
よ
り
効
く
「
か
ら
だ
」
の

　
雑
学
　
　
　
永
井
明
著
　
P
H
P

■
天
涯
の
花

　
　
　
　
宮
尾
登
美
子
著
　
集
英
社

■
上
越
の
歴
史

　
　
　
　
町
田
康
著
　
郷
土
出
版
社

■
夜
猫
ホ
テ
ル

　
　
　
　
舟
崎
克
彦
著
　
パ
ロ
ル
舎

■
ル
ー
プ

　
　
　
　
鈴
木
光
司
著
　
角
川
書
店

■
そ
の
つ
も
り

　
　
　
　
　
荒
井
良
二
著
　
講
談
社

■
眠
り
姫
　
　
　
　
　
　
早
川
書
房

　
　
　
　
　
ダ
ニ
エ
ル
・
キ
イ
ス
著

■
青
い
馬
と
天
使
　
　
ほ
る
ぷ
出
版

　
　
　
　
　
ウ
ル
フ
・
ス
タ
ル
ク
著

■
妖
精
の
く
る
午
後

　
　
コ
ー
ザ
・
ベ
レ
リ
著
　
借
成
社
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O

「
お
ま
え
ど
こ
の
人
だ
っ
た
け
か

の
ー
。
」
な
つ
か
し
い
こ
の
言
葉
、
こ

の
三
年
間
で
何
回
聞
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

　
実
は
、
毎
年
二
月
に
恒
例
の
行
事

と
な
っ
て
い
る
伊
沢
会
の
新
年
会
で

よ
く
耳
に
し
た
言
葉
な
の
で
す
。

　
田
舎
弁
が
飛
び
交
い
、
和
気
あ
い

あ
い
の
こ
の
新
年
会
を
、
私
は
毎
年

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
思
い
が
け
な
い
人
に
出
会
え
る

か
ら
…
：
㌔
卒
業
以
来
何
十
年
ぶ
り
で

会
っ
た
同
級
生
、
同
じ
集
落
出
身
で

あ
り
な
が
ら
初
め
て
名
前
を
聞
い
た

人
、
そ
し
て
、
先
輩
や
後
輩
た
ち
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
…
…
。
こ
れ
か

ら
も
大
勢
の
人
た
ち
に
出
会
え
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
伊
沢
会
の
新
年
会
に
は
、
東
京
、

新
年
会
と
田
舎
弁

浜

神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
な
ど
関
東
周

辺
に
住
む
伊
沢
地
区
出
身
の
人
た
ち

が
集
ま
っ
て
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

田
舎
の
話
に
花
を
咲
か
せ
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
や
っ
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
で

歌
っ
た
り
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
す
．

　
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
は
ご
存
じ
の
よ
う

に
縦
、
横
、
斜
め
に
数
字
を
開
け
て

い
く
の
で
す
が
、
あ
と
一
つ
と
い
う

と
こ
ろ
で
な
か
な
か
揃
い
ま
せ
ん
。

で
も
、
そ
れ
が
ま
た
お
も
し
ろ
い
の

で
す
。
楽
し
い
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
終

わ
る
と
カ
ラ
オ
ケ
。
な
か
に
は
、
す
っ

か
り
自
分
の
世
界
に
は
ま
り
込
む
人

も
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で

と
て
も
す
ば
ら
し
い
光
景
で
す
。

　
毎
年
楽
し
い
新
年
会
で
す
が
、
感

動
し
た
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
最
初
の
新
年
会
に
出
席
し
た
と
き

の
こ
と
。
緊
張
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
私
は
、
重
い
足
ど
り
で
会
場

に
入
り
ま
し
た
。
す
る
と
「
お
ま
え

よ
く
来
て
く
れ
た
の
ー
。
」
と
田
舎
弁

田

夏

埼
玉
県
久
喜
市
在
住

苧
島
・
新
屋
出
身

工
、
侮
属

で
の
お
出
迎
え
。
そ
れ
ま
で
張
り
つ

め
て
い
た
気
持
ち
が
一
気
に
和
ら
ぎ
、

笑
み
が
浮
か
ん
だ
こ
と
を
、
今
で
も

は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。

　
あ
の
と
き
ほ
ど
田
舎
の
言
葉
が
な

つ
か
し
く
思
え
、
心
に
ジ
ー
ン
と
き

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
田

舎
弁
と
は
、
こ
ん
な
に
も
私
の
心
を

温
か
く
豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
だ

と
あ
の
時
に
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
母
の
よ
う
な
田
舎

弁
を
子
ど
も
た
ち
に
も
教
え
、
親
子

で
話
せ
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
と
思
い

ま
す
。

《
ひ
ろ
ば
》

　
東
京
松
之
山
会
よ
り
平
成
九
年
四

月
～
十
年
三
月
に
発
行
さ
れ
た
機
関

紙
『
月
刊
カ
ン
ト
リ
ー
ポ
エ
ム
』
の

合
本
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
米
持
広
報

委
員
長
が
保
管
し
て
い
ま
す
。
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
お
申
し
出
を
。

　
燈
〇
四
五
－
八
四
三
1
0
七
九
三

3＝－－

新会員を

募集中！

申込先《各地区の副会長）

松代地区鈴木佐一郎
　　　　　容03－3924－6814

峰方地区若井　　幸
　　　　　趣0462－41－i735

伊沢地区山岸弘政
　　　　　智045－934－9584

山平地区高橋長松
　　　　　奮0489－22－2275

奴奈川地区牧田典夫
　　　　　盈03－3653－2872

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盧　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　08　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盧　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　椰　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　興　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　θ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酋　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　椰　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　一　4　　　　　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　一　〇　　　　　　　　　　　　　　　　一　■　　　　　　　　　　　　　　　8　」　　　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　　　一　9　　　　　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　　　　　　層　■　　　　　　　　　　　　　一　θ　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　一　」　　　　　　　　　　　　一　■　　　　　　　　　　　　一　8　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　一　■　　　　　　　　　一　9　　　　　　　　　－　」　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　一　θ　　　　　　　一　σ　　　　　　　一　■　　　　　　一　8　　　　　　一　■　　　　　　一　8　　　　　一　■　　　　　一　8　　　　－　8　　　　－　8　　　　－　8　　　－　7　　　－　8　　一　σ　　一　’　一　」　一　’　一　」一　’一　」

　　　新会長にヨネックス㈱会

　　長米山稔氏（越路町出身）

　　が選任される予定。

6／6　東京奴奈川会役員会

　　　　於信濃町・千日谷会堂

〆蚕通東京

だより

i6／9　第3回企画委員会　　　　　　　　　　　（15：00～18：00）
i
i　　　　　於県人会館（18：00～）　6／14　よもぎ会開催
ヨ

i　　　　①会報対策　会報8号他　　　　　於吉池　盈03－3836－0446
ヨ

i　　　　②会費納入、新入会員の　　　　　　幹事長　若井謙一
i
i　　　　　加入状況報告③その他　　　　　　　　　奮03－3718－1021
ヨ

i　《つどい》　　　　　　　　　　　　《趣味の会》
に

i4／19　東京奴奈川会10年度総会　　5／10　釣り　南房総江見吉浦港
に

i　　　信濃町の千日谷会堂で会員　　　　　　　　　よりイサキ釣り
き

i　　　80余名と、関谷町長はじめ　　　　会費1万円　会長　関谷孝
ヨ

1　　　松代町や友誼団体から20余　　　　　　　　　暦0489－43－7376
ヨ

i　　　名が出席して盛大に開催。　　6／21　観劇　歌舞伎入門
ヨ

i5／22　東京新潟県人会定時総会　　　　　　（解説資料付）3，200円
　

i　　　　於半蔵門・ダイヤモンド　　　　締切　5／20圖市川昭二
：

1　　　　　ホテル（16＝OO～19：00）　　　　　　　　　　盈03－3999－3001
旨
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山
麓
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や
や
乾
い
た
雑
木
林
や
そ

の
外
側
で
、
春
は
日
光
が
よ
く
あ
た

り
、
そ
れ
以
後
は
日
陰
に
な
る
と
こ

ろ
に
自
生
す
る
。
茎
の
高
さ
は
五
～

十
独
．
で
、
茎
は
直
立
、
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は
向
か
い
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　　　　　議　　　　灘
　　　　霧

　　　灘　鑛繋
灘
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方
に
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花
は
五
月
中
旬
こ
ろ
咲
き
、
日
光

の
量
に
よ
り
開
閉
す
る
。
閉
じ
た
時

の
花
の
状
態
を
筆
に
見
立
て
て
こ
の

名
が
つ
い
た
．

　
越
年
草
で
は
あ
る
が
、
人
工
的
に

増
や
す
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
、
い

ろ
ん
な
人
が
試
み
て
い
る
が
成
功
の

確
率
は
非
常
に
低
い
よ
う
で
あ
る
。
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　　4　歳
室野・小堺板金巻雛蓋纏懲薙
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　　　あすか
田辺飛鳥くん

　　4　歳
寺田・きはち

新潟県嵩齢著総轡箱談懸》饗一

テレホンサービスの
　　　　繭塞肉i

　当相談センターでは、中高年

の方に役立つ色々な情報をテレ

ホンサービスでお知らせしてい

ますのでご利用ください。

■5月18日～5月31日
　外食利用の注意点

■6月1日～6月15日
　悪徳商法に気をつけて

■6月16日～6月30日
　裁判所の調停とは

　＊＊テレホンサービス＊＊

（24時間年中無休）

《5月19日（火）10：30～13：30》

　「イタリア料理」

・サルティンボッカ

・バミセリのミネストローネ

・ポ・ドウ・クレーム他

《場所》十日町市宮田町1－5

東北電力㈱十日町営業所クッ

キングスタジオ「えぷろん」

《参加費》　500円

《定員》，18名　エプロン持参

《申込先》　智0257－52－3107

埼

4

　　　リヨ　　　リ　し
　　　撒

2
．
魯
洲

　
　
　
返
＼
『

　
《
ー

　青少年とのふれあいをとおし

て生きがいづくりをしてみませ

んか。県立青少年研修センター

では施設ボランティアを募集し

ています。

【募集人員】　80人

【募集対象】

　ボランティア活動に熱意のあ

る個人または団体

【活動分野】

　青少年研修センターで実施す

る野外活動、環境美化活動、広

報活動など

【活動内容】研修活動等の支援

【申込方法】4月18日（土）までに

〒953－0012西蒲原郡巻町

　　　　　　　越前浜5597－1

　　県立青少年研修センター

　　　　　　盈0256－77－2111

※登録説明会を開催します。

《日時》4月26日（日）AM9：30～

《場所》県立青少年研修センター

《参加費》登録費用等1，000円

《内容》

・施設ボランティア制度の概要

・施設ボランティア講習

・施設ボランティア登録証交付

　未就業期間が長く再就業に不

安を感じている方、また現在就

業している方でも業務に必要な

知識や技術を習得したい方など

たくさんの方の出席をお待ちし

ています。

　なお、講習会最終日の午後は

再就業相談会を開催します。

【日程】

　6／11（湘・6／12（金）・6／17㈱

　6／18（木）・6／19（金）の5日間

【内容】

　最近の看護事情と保健医療福

祉職場での看護業務についての

講義及び病院実習（2日間）

【場所】　新潟市川岸町2－11

　　　新潟県看護研修センター

《再就業相談会》6月19日㈹

PM1：00～求人施設の採用担当者

によるP　Rと採用条件等の説明

【申し込み期限】　6月9日（幻

【申し込み・問い合わせ先】

　新潟市川岸町2－11

　　新潟県看護研修センター内

　　　新潟県ナースセンター

　　　　　　費025－233－6011

　　　起

1等6，000万円×120本

前後賞各4，500万円×240本

　　舳せん日：6月16日（火》

ドリームジャンボ宝くじは通信販亮でもお求めできます。

どうぞご利用下さい。

　　鱒溜翻羅羅圖團
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　町では、ごみの減量化対策の

一環として「生ごみ処理機」を

購入した場合に、その3分の1

を補助金として交付します。

　（補助金の限度額30，000円）

　補助金の交付手続きは、購入

前に購入予定機種のカタログを

添えて、役場住民課国保衛生係

に申出書をお出しください。

　なお、コンポスト・EM菌処

理容器についても購入時に助成

しています。それぞれのご家庭

に合った方式でごみの減量化に

ご協力ください。

危険です！

ダイオキシンの発生する

こみの焼却はやめよう1

　食品の包装等には塩化ビニー

ル系の製品が多く使用されてい

ます。ご家庭でこれらのごみの

焼却をすると、ダイオキシンが

発生する危険があります。

　ダイオキシンは極めて有害な

物質ですが、850℃以上の高温で

焼却した場合は発生しません。

　町内の各公共施設では個別に

焼却せず、燃えるごみとして大

島のクリーンセンターで焼却処

理しています。

　皆様のご家庭でも、健康保持

のうえからも安易なゴミの焼却

は慎みましょう。

11

◇採用予定人員

　　男性警察官　　　30名

　　女性警察官　　　5名

◇受験資格　昭和44年4月2日

　から昭和52年4月1日までに
　生まれた人で、大学を卒業、

　または平成11年3月31日まで

　に卒業見込の人

◇受付期問　6月18日㈲まで

◇第一次試験

　　7月12日（日）新潟市内で

◇願書、問い合わせ

　お近くの交番・駐在所または

　安塚警察署　盈9－0110

【研修内容】ホームヘルパー

　　　　　養成研修3級課程
【会場】上越総合福祉センター

　　　上越市木田新田乙78－1

　　　　　　智0255－26－1515
【研修期間】

　9月3日（木）・10日休）・11日（金）

　　　17日休）・18日（金）・28日（月）

　　　29日（幻（計7日間）

　その他に実習1日（10月中）

【受講料】　無料

　ただし、テキスト代実費を徴

収（8，000円程度）します。

【申込方法】

　往復はがきの往信用に

　　①住所②氏名
　　③生年月日　④電話番号

　　⑤職業　⑥ホームヘルパー

　従事希望の有無を記入し、上

越地域福祉センターまで送付し

てください。なお、返信用には

返信先を記入のこと。

【申込期間】

　6月1日（月）から6月26日㈹

　　　　　　（当日消印有効）

【受講決定】

　応募者多数の場合は抽選で、

7月5日頃までに通知を予定
【問い合わせ・申し込み先】

〒943－8551上越市本城町5－6

　上越地域福祉センター

　　介護マンパワー研修担当

　　　　　　盈0255－26－9353

　新潟県教育委員会では、教員

を志望する意欲ある優秀な人材

を募集しています。

◆採用種別　小・中学校教員

　　　高等学校教員、養護教員

◆第1次検査　7月12日（日）

◆願書受付　　6月4日㈲まで

　出願の所定用紙は次の場所で

直接交付いたします。

〒950－8570新潟市新光町4－1

県教育庁義務教育課管理第2係

県教育庁高等学校教育課管理係

※郵送でのご請求は、封筒の表

　に「教員採用願書等請求」と

　朱書きし、返信用封筒（角2

　号に140円切手を貼り、郵便番

　号・あて先明記）を同封して

　上記あてに請求してください。

　なお、次の場所でも直接交付

　しますがζ郵送には応じられ

　ません。

▼上越教育事務所…上越市本城

町5－6▼中越教育事務所…長岡市

四郎丸町173－2▼下越教育事務所

…新潟市川岸町3－18－1▼下越教

育事務所佐渡出張所…佐渡郡相

川町二丁目浜▼新潟県東京事務

所…千代田区丸の内3－8－1丸の

内庁舎2階▼新潟県大阪事務所

…大阪市北区梅田1丁目3－1－800

大阪駅前第1ビル8階
【出願についての問い合わせ】

　　　　　　智025－285－5511

　（内線　3847・3848・3849）

囎驚．．．」

【期間】平成10年6～10月

　　月1回　第3水曜日午前中
【開講日】6月17日㈱AM9：30～

【講座内容】電気の基礎知識、

　　　施設見学、料理実習など

【受講料】お一人　1，500円

【定員】　20名

【申込締切】5月29日㈹

【申込先】　東北電力㈱

　十日町営業所お客様センター

　　智0257－52－3107　内線352
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か
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思
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よ
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し
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お
願
い
し
ま
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．

　男　2，240人　（一3人）

　女2，286人（一3人）
　計4，526人（一6人）
世帯数1，449世帯（＋2世帯）

　出生1人　　死亡6人
　転入21人　　転出22人
　　　（10年4月末日現在）

　　人ロの動き

勘圃回
日～4月25日）

耀
棚
日
（
幸せ多い人生を（結婚）

堀川　昭男・渡部　千鶴さん

　　（奈良立・ひこしろう）
村山　良一一・カラパタンビリヤ

　　ヌエバ・グラシアパズさん

　（松代・まつやまや履物店）

げんきな良い子に（出生）

　　　やすひろ
山賀　康大㌧・健一郎・久美子さん

（男の子・松代・下町住宅A棟）
　　こ　た　ろう
矢澤虎太郎、・一幸・菊美さん

　　（男の子・峠・おおした）
　　　え　み
市川　衣美、・義久・春美さん

　　　　　　（女の子・犬伏）

ご冥福を祈ります（死亡）

矢代　午三さん　　　　　　79歳

　　　　（松代・まつかどや）

市川　藤作さん　　　　　　85歳

　　　（田澤・ごじゅうがケ））

小堺　マスさん　　　　　93歳

　　　　（儀明・てらばやし）

齋藤ツトムさん　　　　　91歳

　　（田野倉・へいざえもん）

柳　　義輝さん　　　　　76歳

　　　　（小屋丸・たがみや）

小堺　リヨさん　　　　　82歳

　　　　　（儀明・ぶんろく）

室岡　忠義さん　　　　　66歳
　　　　　　　（で山糸内・なカ》）

宮沢　　勲さん　　　　　　70歳

　　　　　　（下山・たなか）

米持　健藏さん　　　　　　89歳

　　　（室野・さんのうした）

　この欄に掲載を希望されない

方は、届け出の際に係にその旨

をお申し出ください。
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